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活

動

を

続

け

て
い
る

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人

「
古

賀

志

山

を
守

ろ

一つ
会
」

は

９
日

、
遭
難

し
た

登
山
者
が
自
分
の
い
る
場
所
を
警
察
や
消
防
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
山
中

に
番
号
標
識
を
設
置
す
る
作
業
を
始
め
た
。
遭
難
し
や
す
い
場
所
を
中
心
に
全
部
で

２７
カ
所
に
設
置
す
る
予
定
で
、
３
月
末
ご
ろ
ま
で
作
業
を
続
け
る
。

（斎
藤
有
美
）

「救
助
の
一
役
担
え
れ
ば
」

Ｎ
８
「守
君
金
曲
中
野
力
所
に
設
置

宇
都
宮
市
の
古
賀
志
山

（標
高
５
８
２
眉
）
で
道
標
設
置
や
登
山
道
整
備
な
ど
の

６
０
０
万
円
台
。
だ
が
、
震
災

の
登
山
者
も
多
い
。
低
山
で
は

北
関
東
屈
指
の
名
山
と
し
て
知

ら
れ
る
。
登
山
道
は
複
数
あ

り
、
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
が
あ

る

一
方
、
岩
場
を
登
る
コ
ー
ス

も
あ
り
、
軽
装
の
登
山
者
が
遭

難
す
る
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。

ま
た
、
遭
難
し
た
登
山
者
は

自
分
の
位
置
が
分
か
ら
ず
、
救

助
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
多

い
。
同
会
理
事
長
の
池
田
正
夫

さ
ん
（７９
）は

「あ
ま
り
に
も
遭

難
事
故
が
多
い
。
警
察
と
消
防

が
連
携
し
て
、
い
ち
早
く
現
場

に
急
行
で
き
る
よ
う
な
目
安
に

な
る
も
の
を
設
置
す
る
の
が
願

い
だ
っ
た
。
山
岳
救
助
の
一
役

を
担
え
れ
ば
」
と
話
し
た
。

県
内
全
体
で
も
、
山
岳
遭
難

事
故
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
県

警
地
域
課
に
よ
る
と
、
平
成
２４

年
２５
件
２８
人

（死
者
３
人
）

で
、

２７
年
は
６２
件
７０
人

（同
６

人
）
と
数
年
で
倍
以
上
に
増
え

業
を
進
め
、
標
識
を
本
に
く
く

り
つ
け
る
な
ど
８
カ
所
で
取
り

付
け
が
終
わ
っ
た
。

古
賀
志
山
は
宇
都
宮
市
森
林

公
園

（同
市
福
岡
町
な
ど
）
か

ら
の
登
山
道
も
あ
り
、
中
高
年

古
賀
志
山
で
番
号
標
識
を
設

置
す
る

「古
智
慧
山
を
守
ろ

う
会
」
メ
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た
。
昨
年
は
３６
件
３９
人
だ
っ
た

が
、
死
者
は
８
人
と
多
か
っ

た
。
同
課
は
　
１
１
０
番
通
報

を
受
け
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ

（衛
星
利
用

測
位
シ
ス
テ
ム
）
で
位
置
情
報

を
確
認
す
る
が
、
谷
に
滑
落
し

た
場
合
な
ど
確
認
が
取
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
、
発
見
に
時
間
が
一

か
か
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
一

う
。
県
内
に
は
、
登
山
道
が
整
一

嚇軽綱」継開いけいっ↑鵬一

意
が
必
要
な
山
も
多
い
と
い
一

う

。


